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広川泰士「STILL CRAZY nuclear power plants as seen in japanese landscapes」より 

エ
ネ
ル
ギ
ー
需
要
に
お
い
て

20
〜
22
パ
ー
セ
ン
ト
を
原

発
に
依
存
す
る
方
針
を
打
ち

出
し
て
い
ま
す
が
、
原
子
力

を
使
用
す
る
こ
と
に
よ
っ
て

生
じ
る
高
レ
ベ
ル
放
射
性
廃

棄
物
に
対
す
る
市
民
の
理
解

は
進
ん
で
い
ま
せ
ん
。

そ
こ
で
私
た
ち
は
、

2
0
1
7
年
12
月
、「
核
と
鎮

魂
」と
し
て
対
話
の
場
を
拓

く
こ
と
に
い
た
し
ま
し
た
。

「
京
都
議
定
書
誕
生
20
周
年

地
球
環
境
京
都
会
議
」の
前

日
に
、
京
都
の
地
で
。 

1
9
9
7
年
、
地

球
温
暖
化
対
策
に

関
す
る
人
類
初
の

国
際
的
な
約
束「
京
都
議
定

書
」が
誕
生
し
ま
し
た
。

2
0
1
1
年
に
発
生
し
た

福
島
第
一
原
発
の
事
故
に

よ
っ
て
日
本
は
温
室
効
果
ガ

ス
の
削
減
目
標
を
大
幅
に
下

げ
る
こ
と
に
な
り
国
際
社
会

か
ら
批
判
を
受
け
ま
す
。

現
在
政
府
は
2
0
3
0
年
の



「核と鎮魂」
～未来に希望をつなげる市民会議～

第1回目の対話
21世紀の現在、人類は、史上経験の無い時代を迎えています。
飢餓、そして貧困からの解放を多くの人が達成しましたが、同時に飽食で病を得、心
身への負荷から病を得る者が数多く現れ、自殺をも多く生むことになりました。それ
ばかりか、環境問題、生物多様性に関する問題といった、地球の持続可能性を危うく
する課題を遺す事態に至っています。
なかでも大きな課題のひとつが「放射性廃棄物」の存在です。
戦後、日本は豊かさを求めて原子力エネルギー利用を進めました。そのエネルギーの
産物である「放射性廃棄物」は現在も増加を続けており、これから廃炉となる原発か
ら出る放射性廃棄物も、全国各地の原発に保管されている放射性廃棄物も、そして
また福島原発事故後の除染で出た放射性廃棄物も処分に関する決着がつかないま
ま、日 を々刻み続けています。
地球環境の保全に寄与することを定款に掲げる私たち公益財団法人信頼資本財団
は、こうした状況を注意深く見守ってきましたが、もはや未来のために目をそむけられ
ないこの「放射性廃棄物の処分問題」に向き合う場をつくるということで、一歩踏み出
す決意を固めました。

飢餓や貧困から解放され幸福になることを願い、原子力発電が初めて行われた1963

年を含む高度成長期を懸命に生きてきた人々が高齢化していく中、処分の目途が立た
ない放射性廃棄物とその処分問題が、その後の世代に遺されてしまうことがあっては
ならないと考えたからです。

多様な立場、多様な世代の誠実な対話を通して、人類と核エネルギーとの関係を見直
し、その鎮魂とでも言うべきものができれば、それが科学技術と人類の関係性を考え
る倫理、哲学にも繋がっていくものと信じます。
文明の転換点に向け歩みだすこの対話に、是非ご参加ください。

公益財団法人  信頼資本財団 

理事長  熊野英介
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プログラム・登壇者（敬称略）

10:20–10:25    開会：オープニングセッション

「核と鎮魂」について
熊野 英介  /公益財団法人信頼資本財団 理事長  

    
10:30–12:00    セッション1　

「核は鎮魂出来るのか？ ～核の鎮魂方法」
モデレーター：北村 正晴  /東北大学 名誉教授

プレゼンター：梅木 博之  /原子力発電環境整備機構 理事  

パネリスト：大浦 宏照  /札幌オオドリオリ大学 授業コーディネーター

結城 正美  /金沢大学教授 文学・環境学会 代表 

吉村 一元  /資源エネルギー庁
　　　　　　　放射性廃棄物対策技術室長兼広報室長

田村 亨　  / 電気事業連合会 最終処分推進本部長代理

    
13:10–14:40    セッション 2　基調鼎談

「“国家や人間の尊厳”から“生命の尊厳”へ」
近代がつくり上げた「国家の安全保障」から「人間の安全保障」、そして
現在国連が提唱する「生命の安全保障」を視野に、文明の転換期につい
ての鼎談を、当財団理事長 熊野英介がインタビュアーを担当しながら行う。

インタビュアー：熊野 英介  /公益財団法人信頼資本財団 理事長  

パネリスト：石田 秀輝  /東北大学 名誉教授　   

堀尾 正靱  /東京農工大学 名誉教授   

    
14:45–15:45    セッション3

 「真に鎮魂するものは何か？」
これまで人間は災害や惨事をどのように記憶にとどめ、鎮魂をしようとして
きたか。
日本だけではなく世界のさまざまな鎮魂の思想、かたちを議論しつつ「核
の鎮魂」について意見交換を行う。

モデレーター：田口 ランディ  /作家
パネリスト：宮本 佳明  /建築家 大阪市立大学・同大学院 教授　

稲葉 俊郎  /東京大学医学部付属病院 循環器内科 助教 

    
16:00–17:25    セッション4　

「鎮魂の先にある未来」
現在さまざまなアプローチで未来をつくり出そうとしている次代の人に、どん
な未来をつくり出そうとしているのか、そこで避けて通れない「放射性廃棄
物」にどう向き合おうしているのか伺い、会場の参加者を含めて対話する。

モデレーター：木内 みどり /女優
パネリスト：河崎 純真 / GIFTED AGENT株式会社 代表取締役 CEO

テンダー (小崎 悠太 ) /ヨホホ研究所 主宰　

宍戸 慈   / 合資会社番TSUGAI　取締役　

        
17:25–17:30    閉会：ファイナルトーク

田口 ランディ  / 作家

熊野 英介  / 公益財団法人信頼資本財団 理事長 　　　

◯アクセス
• 京都市営地下鉄東西線 太秦天神川駅 下車徒歩 3分
• 京福嵐山本線 嵐電天神川駅 下車徒歩 5分
• JR嵯峨野線 花園駅 下車徒歩15分
※京都太秦キャンパスには駐車場はありません。
　公共交通機関をご利用ください。

＊HOSP (Hopeful and Sustainable Society Projects)月間企画


